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表紙について

　パイナップルは沖縄を代表するトロピカルフルーツで、
沖縄には1868年ごろに石垣島沖で座礁したオランダ船
から伝わったといわれています。沖縄では馴染のフルーツ
ですが、パイナップルの花をご存じでしょうか。苗が50〜
60cmに成長すると茎の先端部分に花序（花の配列状態）
が付き、約150個の薄紫色の小さな花を咲かせ、花が
枯れると下の部分が膨らんで実になります。
　沖縄では8月1日を「8（ぱ）1（い）ん」の日に定めて
いますが、8月17日も「パイナップルの日」とされています。
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共に描く南西地域の未来
 ～ 沖縄県と奄美群島の更なる連携強化に向けて ～
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事業報告

自主事業　奄美・沖縄経済交流事業

これまでの奄美・沖縄経済交流事業1
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①企業間の交流促進

②奄美と沖縄の子ども達の交流

令和7年度 第15回 奄美・沖縄経済交流事業2
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事業報告
成果報告会
2024年度 沖縄版 誰もが支えあい・働く社会の実現事業２

開催概要

第1部 ： 実行団体等の報告
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事業紹介

第2部 ： シンポジウム
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開催報告

自主事業　「第21回 沖縄・台湾フォーラム」の開催

第21回  沖縄・台湾フォーラム

基調講演
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―沖縄県工業連合会の最大のイベントである「沖
縄の産業まつり」（以下、産業まつり）についてですが、
今年は50周年という節目のイベントになるわけです
が、何か特別な企画などがあれば教えてください。
　大きくは変わらないと思いますが、去年から首里城
復興の機運が高まっていまして、11月に首里城正殿が
完成し一般公開されます。その完成前には首里城祭が
あり、さらにその前には那覇祭り（大綱挽）があります。
我々の産業まつりはその間に開催されるわけで、この辺
りを含めて何かできないかと思っています。
　首里城復興事業については、県が中心になると思い
ますが、我々も盛り上げ役に手を上げているところで
す。それとは別に今回50周年記念事業として、実行委
員会の方でポスター展とかパネル展（過去の50年分
の）とか、県産品の抽選会などを予定しています。去年

もあったんですが、例えば、沖縄製粉と高等学校（那
覇商業）のコラボによる商品開発とか。その規模をちょっ
と広げて企業や高等学校の数も増やしてコラボ商品を
企画して、ちょっとした目玉にできないかなと思ってい
ます。
　昨年は大変な行列でした。6種類のサーターアンダ
ギーで、沖縄製粉の方が持ってきてくれたから食べられ
ましたが、初日はさておき翌日には買えなかったほど人
気でした。産業まつりの特別企画は現段階ではまだ具
体的なことが決まっていませんので、これからです。

―ところで、会長は、産業まつりにはいつ頃から
関わられているのでしょうか?
　JIS協会の副会長から数えると27〜28年、30年くら
いになります。沖縄県工業連合会の歴史は拓南製鐵の

　今年50周年の節目を迎える「沖縄の産業まつり」について、実行委員会の古波津昇会長（沖縄県
工業連合会会長）に、その歴史や50周年にあたっての企画などについて語っていただいた。

PR
O

FI
LE 1962年生まれ。島尻郡八重瀬町出身。1986年に熊本商科大学（現熊本学園大学）経済

学部を卒業後、㈱沖縄銀行に入行。その後、1988年に拓南製鐵㈱に入社し、2003年に
同社の代表取締役社長、2019年に代表取締役会長に就任。同年、（公社）沖縄県工業
連合会会長に就任。現在は、同社をはじめとする拓伸会（拓南グループ）の8社1組合の
代表や、沖縄工業高等専門学校産学連携協力会会長等の公職も務める。

今年の第50回沖縄の産業まつりは、節目の開催。今年の第50回沖縄の産業まつりは、節目の開催。
「広めよう  世界へ羽ばたく  県産品」をテーマに、「広めよう  世界へ羽ばたく  県産品」をテーマに、

11月の首里城復興とも連動した50周年記念にしたい！11月の首里城復興とも連動した50周年記念にしたい！

古波津　昇
Noboru Kohatsu

沖縄県工業連合会  会長
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コ ラ ム

5年に一度の沖縄経済の精密検査「沖縄県産業連関表」の見方

31
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産 学 官

全国地域技術センター連絡協議会 2026年度第1回事務連絡会

開催報告
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開催報告
令和7年度

第3回理事会・第2回評議員会の開催
第4回理事会・第3回評議員会の開催
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事業活動の公益的
意義、研究活動等
を通じて、産学官と
の交流に参加でき
ます。

地域の活性化事
業、産業創造等に
参画でき、技術相
談、斡旋等が受け
られます。

財団が発行する
ニュースレター等
定期刊行物が無料
で受けられます。

県内外の著名な研
究者等とのネット
ワーク形成に参画
する機会が得られ
ます。

　当センターでは、地域産業の活性化や発展に寄与する
ことを目的とした事業活動を推進するため、賛助会員を
募集しております。ご賛同いただいた会員には、当財団の
事業活動への優先的参加をはじめ、次のような特典を
ご用意しております。

活動状況（令和7年10月～令和8年3月）

令和7年12月★December

 4日 「2024年度 中国本土からの観光客による経済誘発効果」公表
15日  第21回 沖縄・台湾フォーラム
19日  「景気ウォッチャー11月調査 沖縄地域の結果」公表

令和8年1月★January

27日  「景気ウォッチャー 12月調査　沖縄地域の結果」公表

令和8年2月★February

 5日 産学官交流サロン開催
 19日 「景気ウォッチャー1月調査　沖縄地域の結果」公表

令和8年3月★March

 6日 令和7年度 第4回理事会
 9日 「沖縄県経済の2025～2027年度の経済予測  
  －NIAC沖縄地域計量経済モデルによる予測結果－」発表
 25日 令和7年度 第3回評議員会

令和7年11月★November

 6日  令和7年度 第2回評議員会
26日  「景気ウォッチャー 10月調査　沖縄地域の結果」公表

 8日 全国地域技術センター連絡協議会
  2025年度 第2回事務連絡会（於：東京）
 22日 令和7年度 第3回理事会
 24日 第15回 奄美・沖縄経済交流事業

令和7年10月★October

事務局ダイアリー

住
所
／
〒
900-0015　

沖
縄
県
那
覇
市
久
茂
地
3-15-9

（
ア
ル
テ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
那
覇
2F）

Tel.098-866-4591（
代
表
）
 Fax.098-869-0661

https://niac.or.jp
147

2026
vol.

発
行
日
／
令
和
8年
7月


